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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シネマスクリーンであって、
　離間する複数の反射構造体を備え、
　前記複数の反射構造体は、前記シネマスクリーンに投影された光を、観客席に向けて反
射するとともに、シアタの側壁、天井、および床から離れる方向に反射するように構成さ
れ、
　前記複数の反射構造体の各々は、前記シネマスクリーンにわたって変化する、前記シネ
マスクリーンの垂線に対する傾斜角度を有し、
　反射構造体間の間隔が、傾斜角度が大きいほど離間距離が短くなるように前記シネマス
クリーンにわたって変化し、
　前記複数の反射構造体は、前記シネマスクリーンの全体にわたって変化する幾何学的特
性を有し、
　該シネマスクリーンの複数の縁から反射される光のより多くを、前記シアタの壁から離
れる方向に反射するとともに、観客席に向けて反射するように、前記複数の反射構造体の
幾何学的特性は、前記シネマスクリーンの中央から前記シネマスクリーンの複数の縁に向
かって増加する、シネマスクリーン。
【請求項２】
　前記複数の反射構造体のジオメトリ、反射角、間隔、のうちの少なくとも１つが、前記
シネマスクリーン全体にわたって滑らかに変化する、請求項１に記載のシネマスクリーン
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。
【請求項３】
　前記シネマスクリーンは、投影角が該シネマスクリーンの中央に対して垂直ではないよ
うに構成されており、より垂直な照射を受けるスクリーン領域は、該シネマスクリーンに
対して垂直な光を前記観客席の中央に向けて反射する構造体をより多く含み、より垂直で
はない照射を受けるスクリーン領域は、投影照射からの前記シネマスクリーンに対して垂
直ではない光を該観客席の中央に向けて反射する構造体をより多く含む、請求項１に記載
のシネマスクリーン。
【請求項４】
　前記シネマスクリーンは、約１０度の下向き角度で投影するように構成されており、該
シネマスクリーンの最上部は、主に下方向に反射する複数の反射構造体をより多く含み、
該シネマスクリーンの最下部は、主に上方向に反射する複数の反射構造体を含み、該スク
リーンの複数の縁は、主に内向きおよび観客席に向けて反射する、請求項３に記載のシネ
マスクリーン。
【請求項５】
　前記シネマスクリーンは、約１０度の下向き角度で投影するように構成されており、該
シネマスクリーンの最上部は、主に下方向に反射する複数の反射構造体をより多く含み、
該シネマスクリーンの最下部は、主に上方向に反射する複数の反射構造体を含み、該シネ
マスクリーンの複数の縁は、主に内向きおよび観客席に向けて反射する、請求項１に記載
のシネマスクリーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像を表示するために使用されるスクリーンおよび他の映像装置に関し、よ
り具体的には、シネマスクリーンに関するものである。本発明は、さらに、周辺光の取り
込みを最小限に抑えるとともに、そのような投影がレーザ式投影装置によってなされる場
合のスペックルのような視覚的アーティファクトを低減しつつ、投影映像を観客席に向け
て効率的に反射するスクリーンの特性および構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　シネマ投影では、一般的に、観客席の観客に対して投影映像を表示するために、スクリ
ーンを利用する。現在は、プレミアムシアタで大型スクリーンを提供する傾向にある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明者らは、次世代のシネマは、人間の視覚システム（ＨＶＳ：Ｈｕｍａｎ　Ｖｉｓ
ｕａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）の能力に適合または匹敵する高ダイナミックレンジ、広色域、か
つ高輝度のものであると実感している。このような品質の映像は、視覚的ダイナミックレ
ンジすなわちＶＤＲ（Ｖｉｓｕａｌ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｇｅ）の映像として知られ
ている。本発明は、特に商業プレミアムシアタかつ動画シネマの設定において、高性能レ
ーザプロジェクタの使用を補助して、効果的かつ効率的なＶＤＲ映像化の実現を助ける高
性能スクリーンを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　種々の実施形態において、本発明は、高輝度、高ダイナミックレンジ、かつ広色域の映
像を生成するために、個々に、または組み合わせて用いることができる仕様、構造、およ
び（スクリーンを含む）装置を提供する。
【０００５】
　種々の実施形態において、本発明は、例えばプレミアムシアタで、追加の照明コストな
しで、観客の輝度知覚を向上させるシネマスクリーンを提供する。スクリーンは、さらに
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レーザ照射によるスペックルを軽減することを助ける材料で製造される。スクリーンは、
その投影システムの固有の能力、シアタおよび／またはプロジェクタの配置、に合わせて
調整することができる特性を有するとともに、構造体を含む。例えば、スタジアム型座席
のシアタでは、最上列上方のプロジェクタを備える。
【０００６】
　一実施形態では、本発明は、オーディトリアムまたはシアタの構造体に向けて反射され
る光は最小限となるようにして、スクリーンからの反射光を観客席の観客に向ける物理的
構造を有するスクリーンを提供する。投影映像は、投影映像からの光が観客席のすべての
観客（または少なくとも大部分の観客）に均等に分散される方向に反射される。
【０００７】
　種々の実施形態において、スクリーンからの反射（すなわち、スクリーンに表示されて
いる映像）を観客席の観客に向けて誘導し、側壁、天井などのシアタ構造体に到達する光
量を低減することで、観客に対して表示される映像の輝度を向上させるとともに、いくら
かの映像光がシアタ内の周辺光に加わることによるスクリーン上のコントラストの低下を
防ぐように、スクリーンの構造体は配置される。
【０００８】
　種々の実施形態において、スクリーン上の構造体は、例えば、拡散材、反射体、偏光子
、プリズム、球状構造体、ビーズ、液体封入ビーズ、結晶、液晶、マイクロドット、量子
ドット、ブラウン運動を示す材料、高周波音または物理的振動のような振動に対して柔軟
に反応する（動く）材料、音波を受けて振動するときにランダム運動を示す材料、偏光保
存材料、のうちの１つ以上を含む種々のコーティングを有する。
【０００９】
　スクリーン上の構造体は、概して、スクリーン上に表示される画素よりも小さいサイズ
のものである。例えば、構造体は、画素サイズよりもわずかに小さいもの、画素の１／２
のもの、画素の１／４のもの、または画素サイズよりも１桁以上小さいもの、のいずれか
であり得る。他のファクタはすべて等しいとして、４Ｋまたは８Ｋ映像を表示するスクリ
ーンは、２Ｋ映像を表示するスクリーン上の構造体と比較して、それぞれ２倍または４倍
小さい構造体を有することになる。２Ｋ～８Ｋのすべての標準的な映像での互換性を得る
ためには、より小さい構造体サイズのほうが、より望ましい。
【００１０】
　種々の構造体は、スクリーン材にエッチングまたはエンボス加工することができる。種
々の材料またはコーティングは、例えば、塗料、アクリル、またはエポキシのような透明
媒質または透光媒質中にランダムに混合されて、スクリーン基材上に吹き付けられた構造
体を含むことができる。そのような基材は、例えば、プラスチック、ＰＶＣ、ポリマとす
ることができる。基材は、例えば、高弾性率を有し得る。構造体は、微細切削器具または
印刷器具を備えた大型ＣＮＣルータ盤のようなコンピュータ数値制御（ＣＮＣ）機械によ
って、基材にエッチングまたは印刷することができる。微細（例えば、マイクロ）３Ｄ印
刷を用いて、構造体を生成することができる。
【００１１】
　本発明は、現地（例えば、スクリーンが設置されるシアタ、または設置される予定のシ
アタ）でのスクリーンの組み立ておよび／またはスクリーン上の構造体の印刷を含む。
　種々の実施形態において、構造体の配向は、スクリーン上の位置または領域によって変
化している。一実施形態では、それらの配向は、スクリーン全体にわたって変化している
。構造体の配向の変化は、表示される映像によるものではないスクリーン上に投影される
照射パターンに関連している。照射パターンは、オーディトリアムのジオメトリ、プロジ
ェクタ（群）の配置、スクリーンの位置および観客席の位置、に関連した角度パターンで
あり、すなわち、スクリーン全体にわたる照射方向の変化である。例示的な照射パターン
を、図３および７に示している（図では、実線で、スクリーンから観客席への角度を示し
ており、破線で、プロジェクタから曲面スクリーンへの角度を示している）。配向の変化
によって、例えばホットスポットとして観察されることがよくある不均一な照射を補正し
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、スクリーンからの光が、側壁、天井、および他のシアタ構造体にではなく、観客席に対
してより多く維持されるように補正する。
【００１２】
　種々の実施形態において、スクリーンは、スクリーンシェーカを備えることができる。
スクリーンシェーカは、特に、スクリーンコーティングに含まれる粒子の運動の増加また
は最大運動を示す周波数に同調させることができる。そのような粒子として、組み立て時
に基材上に吹き付けられたビーズに封入された液体を含むことができる。そのような液体
として、ミルク、またはブラウン運動をすることが知られているもしくはそのようにエン
ジニアリングされた他の液体、を含むことができる。そのような液体は、水と花粉粒また
は他のデブリ（debri）のような混合物であり得る。
【００１３】
　一実施形態では、反射光を、シアタの最高画質向けの特定のエリアに重点的に向ける。
そのような最高画質向けエリアは、使用できる座席の中央エリアとすることができ、シア
タの（側壁のような）構造部品に向かう反射は、さらに最小限に抑えられる。本発明は、
プレミアム座席としての最高画質向けエリアの座席のマーケティング（さらに場合によっ
ては、関連するプレミアム価格設定、ＶＩＰ指定、広々座席または他のアップグレード）
を含む。
【００１４】
　本発明は、次世代デュアル変調レーザプロジェクタによって実現されるような高ダイナ
ミックレンジ映像を受けるためのスクリーンセットアップとして具現化することができる
。本発明は、シネマまたは他の設定においてＶＤＲまたは準ＶＤＲ映像を表示する方法を
含み、このとき、変調器または一連の変調器に照射する高コリメート光源の１つ以上を有
するレーザプロジェクタであって、映像を生成して、その映像をスクリーン上に投影する
レーザプロジェクタによって、映像は準備される。スクリーンは、例えば、スタジアム型
座席を備えるプレミアムシアタに設置されたスクリーンである。プロジェクタは、スクリ
ーンの最高点の高さまたはそれに近い高さのスタジアム型シアタの最上列上方から投影す
ることができ、そして下方向に投影することができる。本方法は、従来の市販のスクリー
ンで見られる正反射を修正することを含む。スクリーン上の構造体によって、スタジアム
型座席を網羅するとともに側壁および他のシアタ構造体を除外する、より限られた反射範
囲に反射光を修正し、そして例えば、ホットスポットを補正し、反射光を全体に均等に分
散させる。それらの構造体は、プロジェクタの角度、プロジェクタに対するスクリーンの
向き、およびスクリーンのジオメトリ（曲面、平面、凹面など）に少なくとも部分的に基
づいて、配向または調整される。
【００１５】
　種々の実施形態において、本発明は、スクリーンの能力または特性に基づいて、プロジ
ェクタの性能特性を、効率または輝度について調整することを含む。そのような能力およ
び特性として、例えば、スクリーンのゲイン性能を少なくとも部分的に規定するコーティ
ングおよび／またはスクリーン基材の材料が含まれる。構造体は、使用されるコーティン
グおよび／または基材の材料を考慮して開発される。
【００１６】
　本発明、および／または本発明を具現化する方法のうち、いくつかの部分は、汎用コン
ピュータまたはネットワークコンピュータでのプログラミングで好適に実現することがで
き、その結果は、汎用コンピュータ、ネットワークコンピュータのいずれかに接続された
出力装置で表示するか、または遠隔装置に出力もしくは表示するために伝送することがで
きる。そのようなコンピュータは、例えば、シネマサーバ、高速データ接続、記憶装置を
含む。プロジェクタへの信号を取得することには、衛星、ファイバ、または類似の伝送に
よって、暗号化物理メディアおよび暗号化メディアを用いてＤＣＰファイル（シネマコン
テンツ）が送信されることが含まれる。
【００１７】
　また、コンピュータプログラム、データまたは映像シーケンス、および／または制御信
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号で表現される本発明のコンポーネントは、いずれも、任意の媒体で、任意の周波数でブ
ロードキャスト（または伝送）される電子信号として具現化することができ、それには、
無線ブロードキャスト、および銅線、光ファイバケーブル、同軸ケーブルを介した伝送な
どが含まれるが、ただし、これらに限定されない。
【００１８】
　本発明およびそれに伴う効果の多くは、以下の詳細な説明を添付の図面と関連させて検
討し参照することで、さらによく理解されるようになり、より完全な理解が容易に得られ
るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】垂直投影照射に関する、水平視野角に対するスクリーンゲインのグラフである。
【図２】スクリーンに対して垂直から８度の下向き角度まで、垂直方向に照射を移したと
きの、水平ゲインの変化を示すグラフである。
【図３】下向き角度の投影が、知覚される輝度に及ぼす効果を示す図である。
【図４】スクリーン基材に、エンボス加工、エッチング、または印刷することができる例
示的な構造体である。
【図５Ａ】スクリーンの反射性の変化についての例示的なマップである。
【図５Ｂ】スクリーンの反射性の変化についての例示的なマップである。
【図５Ｃ】スクリーンの反射性の変化についての例示的なマップである。
【図５Ｄ】スクリーンの反射性の変化についての例示的なマップである。
【図６】スクリーンの主な反射領域のマップである。
【図７】スクリーンの曲率に対応する構造体を備えた中央領域とサイド領域における反射
角を示す、シアタの上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明者らは、現在のスクリーンについての様々な問題を実感しており、それらは、レ
ーザ照射投影とスタジアム型座席とを備えたオーディトリアム（auditorium）に対して適
切な仕様に構成された改良構造スクリーンを用いて解決することができる。スペックルを
軽減する必要がある。
【００２１】
　　　ａ．スペックルは、スペックルの発生がより少ない表面特性を有するスクリーンを
使用することによって抑えることができる。表面粗さ、および表面に光が侵入する深さは
、スペックル発生量の大きなファクタである。
【００２２】
　　　ｂ．スペックルは、スクリーンを揺動させる（shaking）ことによって軽減するこ
とができる。機械的シェーカで発生させる表面撹乱（surface disruption）が、いかに良
好に表面全体に広がるかは、スクリーンの材料および張力によって決まり、そしてこれに
よって、所望の軽減レベルを達成するために必要なスクリーンシェーカ（screen shaker
）の数および位置が決まる。
【００２３】
　以下、同等の部材または対応する部材を同様の参照符号で示す図面を参照し、より具体
的にはその図１を参照すると、そこに、一群のスクリーンについて、垂直投影照射に関し
て、水平視野角に対するスクリーンゲイン（screen gain）のグラフを示している。この
ような測定値は、投影照射および観客は共にスクリーンに対して垂直で、取得される。１
のゲインは、ランバート面（Lambertian surface）から反射されるレベルを表している。
【００２４】
　スタジアム型座席を備えるオーディトリアムにおけるプロジェクタは、典型的には、ス
クリーンの最上部に対して垂直に配置される。これは、スクリーンの大部分は、下向き角
度で（すなわち、スクリーンに対して垂直ではなく）照射されることを意味する。ゲイン
を有するスクリーンは、最大量の光を照射源に反射し返すように設計されている。観察点
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が照射の垂直軸から離れるように移るにつれて、反射される光は少なくなる。
【００２５】
　仮定されたのは、照射はスクリーンに対して垂直であるということであり、これは、下
向き角度の投影の場合には当てはまらない。図２は、スクリーンに対して垂直から８度の
下向き角度まで、垂直方向に照射を移したときの、水平ゲインの変化を示すグラフである
。図２は、照射を、スクリーンに対して垂直から８度の下向き角度の照射まで垂直方向に
移した場合にプロットされた、水平ゲインにおける変化を示している。以下で、青線は、
スクリーンに対して垂直な照射の場合のゲインを示しており、緑線は、８度の下向き角度
の照射の場合のゲインを示している。紫線は、スクリーンに対して垂直な照射の場合のゲ
イン割合を示しており、赤線は、８度の下向き角度の照射の場合のゲイン割合を示してい
る。
【００２６】
　この用途で使用されるほとんどのスクリーンでは、プラスチック、ビニル、ＰＶＣ、お
よび／または類似の材料などの基材に、反射コーティングを施している。反射コーティン
グは、ゲイン性能およびスペックル発生量を決めるものである。基材によって、いかに良
好にシェーカが機能するかが決まる。コーティングは、基材の比較的滑らかな均一表面に
施されるので、ゲイン性能は、垂直方向と水平方向の視野軸で同様に上下する。つまり、
スクリーン性能は、スクリーンに垂直な照射からいずれの方向にＸ度外れて鑑賞した場合
でも同じである。
【００２７】
　改良構造スクリーンでは、基材に３Ｄパターンをエンボス加工する。これらの構造体（
structure）を非対称に構築することで、垂直照射から視角が水平方向に外れるか、垂直
方向に外れるかに応じて異なるゲイン性能を実現することができる。さらに、構造体は、
垂線のどちら側から鑑賞するかに応じてゲイン性能が異なるように構成することができる
。
【００２８】
　図４は、スクリーン基材に、エンボス加工、エッチング、または印刷することができる
例示的な構造体である。図４は、それぞれに反射面を有する（例えば、三角形の）構造体
を含んでいる。この実施形態における各構造体の非垂直面は、主反射面であって、プロジ
ェクタ（例えば、シネマプロジェクタ、レーザプロジェクタ、ＤＬＰ方式プロジェクタ、
デュアル変調プロジェクタなど）からの光を直接反射し、さらに垂直面からの二次反射お
よび隣接構造体からの反射をいずれも反射する。
【００２９】
　図４に示すように、それらの主反射面の傾斜は異なり得る。これは、スクリーンからの
主反射角が様々に異なることを示している。そのような異なりは、スクリーン全体にわた
っており、通常の反射が向けられるところとは異なる領域に光を反射または誘導する必要
がある場合には、より急峻な傾斜面がスクリーンの領域に配置される。反射面のよりフラ
ットな領域は、通常のスクリーン面により近い挙動を示し、概して、プロジェクタに向け
て反射し返すか、または反射される光の入射角に基づいた角度で反射する。
【００３０】
　上述のように、（スクリーンの垂線に対する）傾斜および反射角の大きさは様々に異な
る。スクリーンは、例えば、特定の反射性を有する領域を含むことができ、ほとんどの場
合、主に傾斜量によるものである。好ましくは、傾斜は、概ね第１の傾斜量を有する領域
から、第２の傾斜量を有する他の領域へと、滑らかに変化する。同じく図４に示すように
、構造体間の間隔は様々に異なり得る。例えば、より傾斜が大きい反射面の間の間隔ほど
、短く、反射面がよりフラットになるにつれて、間隔は大きくなり得る。好ましくは、構
造体間の間隔が変化する場合の変動は、滑らかに変化する。
【００３１】
　図４に示す構造体は、一方向に反射を示すという意味で一次元であるが、スクリーン全
体にわたっては、反射を任意の方向または方向の組み合わせに向けることができる。例え
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ば、スクリーンのある領域内の構造体は、主に下方向に反射することができ、スクリーン
の他の領域における反射体は、他の方向に（例えば、スクリーンに垂直に）反射すること
ができ、これら２つの領域の間の反射体は、下方向と垂直方向との間で増加する量で反射
することができる。同様に、反射方向は、中心に向かって、または中心からスクリーンの
縁へと、スクリーンを横切る方向であってもよい。より単純な反射体として図示している
ものの、プリズムのような他の光学素子を用いてもよく、また、レンズ、拡散体、コーテ
ィングなどのような他の要素と組み合わせてもよい。
【００３２】
　図５Ａは、スクリーンの反射性の変化についての例示的なマップを提示している。スク
リーンのトップ領域は、主に下方向に反射する構造体を主に有し、サイド領域は、下方向
およびスクリーンの中心に向かって主に反射し、スクリーンのボトム領域は、上方向に主
に反射する。図５Ｂは、スクリーンの最上部に、より大きな下方向反射領域を有する代替
案を提示している。図５Ｃは、垂線方向およびスクリーンの縁に向かって外向きに、主に
反射するスクリーンの中央領域の一例を提示している。図５Ｄは、図５Ａと５Ｃを組み合
わせた一例を提示している。
【００３３】
　スクリーンからの反射（すなわち、スクリーンに表示されている映像）を観客席の観客
に向けて誘導し、側壁、天井などのシアタ構造体に到達する光量を低減することで、観客
に対して表示される映像の輝度を向上させるとともに、いくらかの映像光がシアタ内の周
辺光に加わることによるスクリーン上のコントラストの低下を防ぐように、スクリーンの
構造体は配置される。さらに、これによって、観客の疎外感を減らし、また、照明コスト
（電球、レーザ、ワット数など）を低減する。
【００３４】
　種々の実施形態において、スクリーン上の構造体は、例えば、拡散材、反射体、偏光子
、プリズム、球状構造体、ビーズ、液体封入ビーズ、結晶、液晶、マイクロドット、量子
ドット、ブラウン運動を示す材料、高周波音または物理的振動のような振動に対して柔軟
に反応する（動く）材料、音波を受けて振動するときにランダム運動を示す材料、偏光保
存材料、のうちの１つ以上を含む種々のコーティングを有する。
【００３５】
　スクリーン上の構造体は、概して、スクリーン上に表示される画素よりも小さいサイズ
のものである。例えば、構造体は、画素サイズよりもわずかに小さいもの、画素の１／２
のもの、画素の１／４のもの、または画素サイズよりも１桁以上小さいもの、のいずれか
であり得る。他のファクタはすべて等しいとして、４Ｋまたは８Ｋ映像を表示するスクリ
ーンは、２Ｋ映像を表示するスクリーン上の構造体と比較して、それぞれ２倍または４倍
小さい構造体を有することになる。２Ｋ～８Ｋのすべての標準的な映像での互換性を得る
ためには、より小さい構造体サイズのほうが、より望ましい。
【００３６】
　種々の構造体は、スクリーン材にエッチングまたはエンボス加工することができる。種
々の材料またはコーティングは、例えば、塗料、アクリル、またはエポキシのような透明
媒質または透光媒質中にランダムまたは均等に混合されて、スクリーン基材上に吹き付け
られた構造体を含むことができる。そのような基材は、例えば、プラスチック、ＰＶＣ、
ポリマとすることができる。基材は、例えば、現在使用されている通常のシネマスクリー
ンと比較して高弾性率を有することができ、これは、スペックルを低減するためのスクリ
ーン揺動と組み合わせて用いる場合に有用であり得る。
【００３７】
　構造体および／または構造体上のコーティングは、独特な始めから終わりまでのパター
ンを有するローラを用いて、エンボス加工することができる。それらは、例えば以下のよ
うであり得る。
【００３８】
　　　ａ．高さ１０ｍのスクリーンを垂直方向に処理する場合は、ローラは外周１０ｍま
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たは直径３．２ｍということになる。
　　　ｂ．より小さい独特のいくつかのローラの場合は、垂直方向の継ぎ合わせを用いる
か、または同じ基材に対して複数の独特のローラを用いることができる。
【００３９】
　　　ｃ．幅２０ｍのスクリーンを水平方向に処理する場合は、ローラは外周２０ｍまた
は直径６．４ｍということになる。
　　　ｄ．より小さい独特のいくつかのローラの場合は、水平方向の継ぎ合わせを用いる
か、または同じ基材に対して複数の独特のローラを用いることができる。
【００４０】
　　　ｅ．単一の基材または相互に継ぎ合わせた複数の基材としての１つのスクリーンを
エンボス加工するために、例えば１５個の独特なローラを使用することができる。以下の
表１は、１５個の独特なローラによるスクリーンの受持ち範囲を示している（例えば、各
ローラは、表１のローラＩＤ番号の物理的位置に対応する区画に主に適用される）。
【００４１】

【表１】

　各ローラは、例えば、異なる構造のローラ体を有するものであり得る。ローラ構造は、
例えば、スクリーンに施される構造の逆のものである。ローラは、例えば、いくつかの基
材の区画に適用することができ、その後、それらを、溶接（例えば、プラスチック溶接）
するか、または他の方法で相互に継ぎ合わせる。隣接する区画間でスクリーンが遷移する
場合の異なる区画間でいくらかの融合が生じるように、基材の区画をオーバラップさせて
もよい。
【００４２】
　ローラ１の構造は、例えば、スクリーンの反射性を主に下向きおよび（主にシアタの壁
から離れる）内向きにさせる構造を主に施すものであり得る。内向きの反射性を、例えば
、図７において、図示のスクリーンの縁から発する濃色の反射矢印で示している。ローラ
１５は、主に上向きおよび内向きのものとすることができ、内向きの成分を同じく図７の
濃色の反射矢印で示している。ローラ８は、例えば、図７にスクリーンからの中央反射で
示すように、例えば、反射光をより均等に分散させる構造を有し得る。また、図５Ａ～５
Ｄ、６、およびその他を参照して、本明細書で図示および／または記載されるもののよう
な反射性パターンを実現することもできる。
【００４３】
　加熱された可鍛状態にある基材上に、ローラを走らせることができ、その後、冷却また
は他の方法で硬化させることで、スクリーン上に構造体を形成することができる。転圧前
に、硬化性液体またはペースト、アクリル、エポキシなどのような基礎材料を基材に塗布
してもよい。基礎材料は、例えば、粒子、光学粒子、および／または本明細書の他の箇所
で記載されるような他の材料などを含むことができ、それらは、基礎材料と共に全体とし
て、硬化されると、基材上で構造体を形成する。
【００４４】
　一実施形態では、ローラはオリフィス（orifice）を有し、その中で、転圧工程中に、
光学粒子を含み得る基礎材料がローラ上に浸出される。ローラがスクリーン（基材）上を
横切ると、基礎材料の構成は、スクリーンの対応する位置で求められる光学的品質に相当
するように変化し得る。異なる光学特性を有するスクリーンの領域間で滑らかな変化が得
られるように、ローラを取り替えることができ、さらに／または基材／スクリーンのいく
つかの部分（例えば、区画間の遷移領域）を、ある区画を最初にあるローラによって、そ
して次に隣接区画からのローラによって、二重に転圧することができる。ローラがその対
応する区画の縁に近づくにつれて、ローラに付与する圧力を減少させることができる。隣
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接区画のローラを、軽い圧力で、区画間の遷移領域で開始させることができ、その圧力を
、遷移領域の外でフル標準圧力まで増加させて、その対応する区画ではフル圧力とする。
【００４５】
　構造体は、微細切削器具または印刷器具を備えた大型ＣＮＣルータ盤のようなコンピュ
ータ数値制御（ＣＮＣ）機械によって、基材にエッチングまたは印刷してもよい。微細（
例えば、マイクロ）３Ｄ印刷を用いて、構造体を生成することができる。
【００４６】
　構造体は、スペックル低減、拡散、または鏡面性のいずれかの改善のためなど、様々な
目的の種々の材料でコーティングすることができる。また、コーティングは、結晶（例え
ば、液晶）、不透明物質、透明物質、または透光物質の小粒子のような構造体を含むこと
もできる。コーティングは、追加の構造体を含む、アクリル、または透明物質もしくは透
光物質の塗料状混合物のものとすることができる。コーティングは、スクリーン上に吹き
付けて、硬化させることができる。硬化は、コーティング材料に応じて、空気接触、光（
例えば、ＵＶもしくはＩＲ（熱））の照射、または他の硬化プロセスによるものとするこ
とができる。
【００４７】
　コーティングは、色素材またはフィルタ材を含むことができる。コーティングは、スク
リーン映像のコントラストに対する周辺光の影響を低減するために非投影光の反射率を低
減させるべき波長に基づいて反射を変化させるように設計されたスペクトルコーティング
を含むことができる。一実施形態では、コーティングは、プロジェクタによる出射光の波
長（例えば、赤色、緑色、および青色レーザ波長）の反射率が高く、かつ他の波長の反射
率は低い色素材を含む。スクリーンの反射感度は、好ましくは、レーザプロジェクタの広
色域原色および／またはスペクトル分離された３Ｄ映像（例えば、２組のＲＧＢレーザ）
の第１（Ｒ１Ｇ１Ｂ１）と第２（Ｒ２Ｇ２Ｂ２）のチャネルに対応する少なくとも６つの
主要波長に合わせて調整される。
【００４８】
　一部の実施形態では、反射体（および、コーティング）は、偏光保存型のものであり、
スクリーン面は、偏光保存面を含む。このような実施形態は、従来のレーザ照射偏光方式
３Ｄプロジェクションシステム（例えば、Ｚ－Ｓｃｒｅｅｎの実装、デュアルプロジェク
タによる左右直交偏光投影など）と互換性がある。
【００４９】
　反射性は、特定のジオメトリまたは投影角に合わせて調整することができる。この調整
は、スクリーン全体にわたって提供することができ、これにより、スクリーンの一領域を
、他の領域とわずかにまたは大きく異なるように調整することができる。
【００５０】
　下向き角度の照射（すなわち、スタジアム型座席を備えるオーディトリアム）用の改良
構造スクリーンを構築するための設計パラメータについて以下で解説する。構造体は、１
０度（または投影角に相当する他の角度）の下向き角度の照射用に最適化される（これは
コンセプトＡである）。この構造体は、光が垂線から１０度外れてスクリーンに到達する
と仮定して、反射光の分散を、観客席に向けて下向きにバイアスする。
【００５１】
　スクリーンの構造体は、例えば、図６に示すように、スクリーンの最上部から最下部へ
と変化している（これはコンセプトＢである）。
　　　ａ．最上部は、その表面に対して垂直である（または応用によっては、垂線から＋
／－数度外れる）と想定される照射を受けて、垂線から上向きの反射はほとんどなく、そ
の分散を観客席に向けて下向きにバイアスするように設計される。
【００５２】
　　　ｂ．最下部は、その表面に対して２０度（応用によっては、＋／－数度）の下向き
角度であると想定される照射を受けて、下向きの反射はほとんどなく、その分散を観客席
に向けて上向きにバイアスするように設計される。
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【００５３】
　　　ｃ．スクリーンの残り部分は、最上部と最下部のパラメータの間で遷移するように
設計される。最上部から最下部に移るにつれて、下向き角度の投影の想定角度は増加する
。最上部から最下部に移るにつれて、反射性によるバイアスは、下向きから上向きになり
、その中央で上向きと下向きの光のバイアスは同等となる。
【００５４】
　これらの設計パラメータは、スペックルを低減するための改良構造スクリーンとは独立
な品質のもの、および／またはそれと連係した品質のものであるべきである（これはコン
セプトＣである）。これは、例えば、基材として、エンボス加工およびコーティングされ
た後にスクリーンバイブレータによる表面撹乱の強化された伝播が得られるものを選択す
ることを含む。これは、例えば、スペックル低減材料、またはスペックルを低減するため
のスクリーン揺動（例えば、機械的振動または音波振動）との組み合わせで反応する材料
、でコーティングされた（例えば、有孔）ＰＶＣ基材によって得ることができる。
【００５５】
　エンボス構造体および／またはコーティング自体は、観客が知覚するスペックルを低減
する特性で選択される（これはコンセプトＤである）。これらの設計パラメータおよびコ
ンセプトは、任意の組み合わせで併用することが可能である。いくつかの例示的な組み合
わせとして、多様な効果が得られるスクリーンを生成するためのコンセプトＡＣ、ＡＤ、
ＡＣＤ、ＢＣ、ＢＤ、ＢＣＤ、ＣＤが含まれる。
【００５６】
　一実施形態では、高角度で（極めて低く）設計されたスクリーンゲインを用いることに
よって、曲面スクリーンの場合のコントラスト比を向上させることが可能である。この考
えによって、スクリーンの縁で、構造体は（急な水平角度で入射する）光を受けて、それ
を、より多く観客席に向けて誘導するだけではなく、より重要なことに、壁からスクリー
ンへ反射し返すことによるコントラストの低下を避けるために、壁から離れる方向に誘導
するように設計される。同様に重要なのは、光を天井から離れるように維持することであ
り、従って、最上部の垂直構造では、このことを、その仕様で考慮することが必要となる
。例えば、図５Ａでは、トップ領域は、（天井から離れるように）主に下向きに誘導し、
サイド領域は、（壁から離れるように）主に内向きに誘導する。床による反射も、同様に
最小限とされなければならない。また、スクリーン構造は、カーブした状態で良好に機能
するように設計することが可能である。望ましいスクリーンの曲率は、例えば、２０：１
とすることができ、スクリーンの水平方向の構造決定では、この曲率を考慮して、より多
くの光を観客席で得られるとともに、光を壁から離れるように維持するように設計されな
ければならない。例えば、スクリーンがフラットである場合とは異なる、スクリーンがカ
ーブしているときの所望の方向に、反射が発せられるように、構造体は設計される。例え
ば、他のファクタはすべて等しいとして、フラットスクリーンと比較すると、水平方向の
曲率が２０：１のスクリーンは、反射体の位置でのスクリーンの曲率に比例した大きさの
角度で傾斜した反射体を有することになる。そのような反射体における構造は、提示した
ようにスクリーンの曲率を考慮したものである。
【００５７】
　図面に示す本発明の好ましい実施形態についての説明では、明確にするために具体的な
用語を用いている。しかしながら、本発明は、そのように選択された特定の用語に限定さ
れるものではなく、具体的要素のそれぞれは、同様に機能するあらゆる技術的均等物を含
むものと理解されるべきである。例えば、反射体について記載している場合、本明細書で
列挙しているか否かにかかわらず、適切に構成されたミラー、プリズム、ガラス、もしく
はシリケート（例えば、粉砕シリケート）のような他の等価なデバイス、または類似もし
くは等価な機能もしくは能力を有する他のデバイスもしくは材料で、それを置き換えるこ
とができる。また、記載の部材を、現時点では周知ではない新たに開発された技術で置き
換えることもでき、それでも本発明の範囲から逸脱することはないと、本発明者らは認識
している。限定するものではないが、構造体、コーティング、基材、プロジェクタ、座席
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配置などを含む他のすべての記載のアイテムについても、同じく、適用可能なあらゆる均
等物に照らして考慮されるべきである。
【００５８】
　本発明は、適宜、本明細書に記載のような任意の要素（本発明の様々な部材または特徴
である、例えば、［部材／構成要素の列挙］）およびそれらの均等物を備え、それらによ
り構成され、それらにより基本的に構成されることができる。また、本明細書において例
示的に開示された本発明は、本明細書において具体的に開示されているかどうかにかかわ
らず、いずれかの要素を省いて実施することができる。言うまでもなく、上記の教示に照
らして、本発明の数多くの変更および変形が可能である。よって、本発明は、添付の請求
項の範囲内で、本明細書に具体的に記載しているのとは別の方法で実施することができる
ものと理解されるべきである。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図５Ｄ】

【図６】
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